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甜腎腫大∴満月様鞄貌等を指摘され Cushillg病を疑

われ上た:i'112.月34円をこ内科入院.A(Tl､rlは抑制,cor･tisol

殿日内変動は消失していた.デキサメサゾソをこぼ抑制き

非依存性の両側副腎皮質過形成による Cushin欝症候群

と診断 した.戯近報告されている ACTH 非依存性副

腎乾質入結節性遇汁須弘 Pt･imこIryPi即11L,ntedllOdulこlr

こIdrenoeorti(Tこ11dismSt-･LPl'NAl))或いは Gastrin

inhibit川･yPot),pLIPtidぐLGIPlL-し:L叫削垂か示唆さ.ナ∴

恥味深 し､.

針 自然 破 裂 をき上した副腎陣場 (_(-'LlSlling

症候群〕LJ)1例
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川と二 芳明･郷 秀人 t新潟大学泌尿器科1

配 & 朗 を歪晶 ㌔ 病 院∋

植木 一弥 t 同 内科1

症例は3･:1歳Lr)女性.1992牛頃かiL一便貌(71変化 し満JJ

様)に気付いていた.199Ll隼2月22H突然ハJr:西部痛

が出現し.1)Jj2▲iUに水原郷病院iこ入院した.rlh9.-lgdl

と爵血を認め,CT で産後腹膜ぬ感と副腎の魔癖を認め

た.2才126卜Iには Hb5.6と酎rltか進行し.i)IJ:27tj

当科をこ転Å院した.高血艶 低泥血症,満月様顔貌を認

Lt㍉ .;pl('ll-11'ー)低 卜fうよこドe()T･t.isい1ハ 上昇を認め!∴

左副腎腫癖をこよるタッシンダ症族群の臣然破裂と診断 し

1)り28日に/1-;副腎摘除術を'(ト､た.病理組織学的に;轟 Ii

腎皮質腺腫であー､た.術後 cortis(ll∴ilt:_苗'化し3ト‖こi

起こした例は我孝の検索できた範囲では且例も見当たら

ず,きわめ-て稀左症伊に あー-,-I'I_.

9)軽症高血LL･.Aに丈､トト;:'kこillikrein経 r周Jハ功

果

-尿中 Na排出畳とプロスタグランデ ィ

ンに対する影響-
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【FM内】軒症lF知fll旺患者に Iくこlllikrt?in経口剤 LKとl刺1

を最期授与 した場合に,降圧効果が得られるかと,Na

利尿とブロスタダランディソをこ対する影響が関係 してい

るかに-~lき検討した.【方法】非肥満t･'沌輔塙 血圧患署

用丈縮期 1L州--16:-lmnlHh,.血Flパ)(ト 淋 111mトⅠか 二il1名

杏,A群 持 ソトロ--ル),B群 偶a剤 75u/日),C

群 tlくこ1割 15()し'目上 各1()裾二/'I廿 前!-二1.3弓̀】

後に,血Fl･I,尿中 Nこ1,PGl二.:を測定 し†∴ 【結果】平

均血.FH土.八群に比 して.I-辞しfl二日 ､.り後.し'群ハ1上,I

月後と3ケ月後で有意をこ下降 していた.FENaはA群

に放して,爵群の 1ケ月後,C群の且,3ケ月後で有意

に増加してし､た.平均[付目二‡･1･:NaL丁澗恥二は r--().T19

(p≪0.001)の逆相関が認められた.尿中 PGE諾排湛

厳はま,3ケ月後で,迅群,C群ともA群に比して増加

傾向を認めた.監結論ヨ軽症高血圧愚老に対しKa剤を

最期授与した場合に線圧効果が得られることが確認され

その健棒として,銅a利尿の促進による可能性が高いと
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ま0)高車ラット骨観察症モデルにおけるエスト

ロゲソ助プロゲステロン殿骨代謝に及接す

影響
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ず影響を卵巣摘出した高齢ラットを涌いて検討したせ

鮮 ② 卵巣摘出 を扮Vx)静 ③ ovx十E群 ⑥ OVx+

I)群 ･･.:(,O＼､'＼トl･:I-l'群 L首6匹~,.に分け.Shこ1TTlあ

ノ吊 ､∴仁(.)Vx施行後.守-言1群L'Lトl日毎に L二stlてlrli(ll0.()51

111g .:ltたは ProL,(-Sl(,r川lL､2mLr皮卜汀.It:斡開始時1.i

､LLyl･151‡日に Ⅰ)Ⅹ八 法 し(Jl)I(1(一oo＼＼'1こい )第二_)-

5腰椎骨密度と血中骨代謝パラメ-潔-を鵡贈定,また二

重亜光標識後屠殺.第5柁椎.JHl弓粧ki標本 ＼'illこInuL-､＼.こl骨

染色,第4腰椎脱灰標本酒石酸親杭性酸フォスファタ--

ゼ染色 し骨形態計測 (実測培率 304.7倍)を行った,

【結果】 日 用･密度は O＼･･rx群.し)＼･'＼+I)群てf-1.針こ減

少 (1)1(_)VX群､OVX十Ⅰ'群,〔)＼･'＼+llI+I)許し工Shこ1111

秤,OVx+監群と比べ高 ALPの傾向 (3)骨形態計

測では吸収面.破骨細胞数｣‡Shこllll群に比べ OVx群,

OVx+P群で著明に増加,E群とE+P群は有意差な

し.骨形成速度,二重標識面は Sham 群に比べ OVx

鰐,OVx+P群で増加 しOVx+E+P群は OVx+E

群に比べ高値.E結論】高齢ラットに封する卵巣摘出後

のP単独では骨代謝回転の抑制は認められなかった. し


